
１　地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

0 5,903,550

地権者との調査日等の日程調整において、不測の時間を要し
たことから、年度内の完了が困難となったため向小金雨水幹線工事に伴う

物件補償
13,500,000 13,500,000 7,596,450 0

0 0

ガス管の一時切回し後の復元工事において、第9-4汚水枝線工
事(E0-941)が遅延したことから、年度内の完了が困難となったた
め

第9-4汚水枝線工事(E0-
941)に伴うガス管切廻し補
償

564,000 564,000 564,000 0

0 1,644,537

ガス管の一時切回し後の復元工事において、大堀川1号雨水幹
線工事が遅延したことから、年度内の完了が困難となったため大堀川1号雨水幹線工事に

伴うガス管切廻し補償
6,696,000 6,696,000 5,051,463 0

0 2,427,539

地権者との調査日等の日程調整において、不測の時間を要し
たことから、年度内の完了が困難となったため

向小金雨水幹線工事に伴う
家屋事後調査、復旧積算及
び補償交渉業務委託

5,551,200 5,551,200 3,123,661 0

5,600,000 0

向小金3丁目地区において、同じ路線を施工する工事との工程
調整に時間を要し、本工事の年度内の完了が困難となったため第7-4舗装復旧工事(ER0-

743)
13,802,000 13,802,000 3,202,000 5,000,000

42,800,000 51,808,000

駒木地区（新市街地地区内）に設置するバイパス管整備におい
て、地中障害物と干渉したことから、工法等の見直しをおこなっ
た結果、本工事の年度内完了が困難となったため

駒木第2汚水枝線工事(T0-
201)

94,608,000 94,608,000 0 0

34,720,000 0

西初石6丁目地区において、図面とは異なる位置に占用物件
（ガス管等の埋設物）が多々あり、移設に時間を要し、本工事の
年度内完了が困難となったため

第9-4汚水枝線工事(E0-
941)

85,860,000 85,860,000 8,240,000 42,900,000

向小金3丁目地区において、図面とは異なる位置に占用物件が
あり、工法等の見直しを行った結果、時間を要し、本工事の年
度内完了が困難となったため第8汚水枝線工事(E0-801) 60,739,000 60,739,000 10,839,000 29,900,000

第7-4汚水枝線工事(E0-
743)

95,040,000 95,040,000 12,640,000 47,400,000

20,000,000 0

向小金3丁目地区において、図面とは異なる位置に占用物件が
あり、工法等の見直しを行った結果、時間を要し、本工事の年
度内完了が困難となったため

前ケ崎地区において、図面とは異なる位置に占用物件（ガス管
等の埋設物）が多々あり、移設に時間を要し、本工事の年度内
完了が困難となったため

35,000,000 0

向小金2丁目地区において、図面とは異なる位置に占用物件が
あり、工法等の見直しを行った結果、時間を要し、本工事の年
度内完了が困難となったため

第7-4汚水枝線工事(E0-
741)

45,036,000 45,036,000 9,636,000 19,800,000

美原3,4丁目地区において、図面とは異なる位置に占用物件が
あり、工法等の見直しを行った結果、時間を要し、本工事の年
度内完了が困難となったため

前ケ崎1号汚水幹線工事
(E0-711)

82,512,000 82,512,000 22,712,000 34,800,000 25,000,000 0

171,709,200 39,309,200 74,800,000 57,600,000 0

15,600,000 0

円 円 円 円

シ　平成３０年度流山市下水道事業会計予算繰越計算書

1 資本的支出 1 建設改良費
第3-1汚水枝線工事(E0-
311)

171,709,200

円 円

説　　　　　　　　明損益勘定
留保資金

企 業 債 国庫補助金 工事負担金

円 円

款 項 事 業 名 予算計上額
支払義務
発 生 額

翌年度
繰越額

左　の　財　源　内　訳

不用額

翌年度繰越額
に係る繰越を
要するたな卸
資産の購入限

度額

843,488

既設水路との接続形状を急きょ変更する必要が生じたことから、
他企業埋設管理者との協議に時間を要したため、年度内の完
了が困難となったため

大堀川1号雨水幹線特殊人
孔修正設計業務委託

3,434,400 3,434,400 2,590,912 0 0



翌年度繰越額
に係る繰越を
要するたな卸
資産の購入限

度額

説　　　　　　　　明損益勘定
留保資金

企 業 債 国庫補助金 工事負担金

1 資本的支出

0 5,400,000 40,400,300

区画整理事業施行者である千葉県発注の造成工事が遅延した
ことから、本工事の年度内完了が困難となったため45,800,300 45,800,300 0

23,500,000 37,099,880

281,100,000 268,220,000 163,232,014合　　　　　　　　　　　　計 838,056,700 838,056,700 125,504,686

運動公園周辺地区一体型特定土
地区画整理事業に伴う公共下水
道事業に関する業務委託（雨水）

29,104,720 29,104,720 0 3,000,000 3,000,000 23,104,720

区画整理事業施行者である千葉県発注の造成工事が遅延した
ことから、本工事の年度内完了が困難となったため

区画整理事業施行者である千葉県発注の造成工事が遅延した
ことから、本工事の年度内完了が困難となったため

2 つくばエクス
プレス沿線
整備事業費

運動公園周辺地区一体型特定土
地区画整理事業に伴う公共下水
道事業に関する業務委託（汚水）

84,099,880 84,099,880 0 23,500,000

木地区一体型特定土地区画整理
事業に伴う公共下水道事業に関す
る業務委託（汚水）

款 項 事 業 名 予算計上額
支払義務
発 生 額

翌年度
繰越額

左　の　財　源　内　訳

不用額



（イ）地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良の逓次繰越額

予算計上額
前年度
逓次

繰越額
計

損益勘定
留保資金

企業債 国庫補助金 工事負担金

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

１ 資本的支出 １ 建設改良費
大堀川１号雨水幹線整
備事業

677,250,000 257,950,000 257,950,000 0 257,950,000 257,950,000 5,334,360 97,000,000 122,300,000 33,315,640

677,250,000 257,950,000 0 257,950,000 0 257,950,000 257,950,000 5,334,360 97,000,000 122,300,000 33,315,640 0計

継続費
の総額

平成30年度継続費予算現額

款 項 事業名

翌年度逓
次繰越額
に係る繰
越を要す
るたな卸
資産の購
入限度額

翌年度逓次繰
越額

残額

支払義
務発生

（見込）
額

翌年度逓次繰越額に係る財源内訳


